
徳
川
家
霊
廟
奉
献
石
燈
籠
の
成
立
と
展
開(

中－

２)

伊
藤

友
己

前
回
ま
で
で
厳
有
院
廟
献
納
の
石
灯
籠
に
つ
い
て
考
察
を
終
え
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

全
体
の
献
納
数
や
献
納
実
態
に
つ
い
て
史
料
を
元
に
も
う
少
し
判
る
こ
と
を
書
い
て
み
ま

す
。
常
憲
院
廟
に
関
し
て
は
、
『
上
野
東
叡
山
燈
籠
建
塲
図
』
に
よ
っ
て
灯
籠
の
配
置
、

奉
献
大
名
名
が
判
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
猷
院
廟
か
ら
常
憲
院
廟
ま
で
の
つ
な
が
り
の

部
分
を
出
来
る
だ
け
正
確
に
追
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

５

燈
籠
配
置

前
回
厳
有
院
霊
廟
の
造
営
の
過
程
に
つ
い
て
は
『
鈴
木
修
理
日
記
』
を
元
に
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。
葬
儀
に
つ
い
て
は
浦
井
正
明
氏
の
『
上
野
寛
永
寺
将
軍
家
の
葬
儀
』
に
詳
し

く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
木
子
文
庫
に
は
延
宝
八
年
申
八
月

甲
良
豊
前

と
書
か
れ

た
『
嚴
有
院
様
御
佛
殿
其
外
仕
様
書
之
覚
』
が
納
め
ら
れ
て
い
て
、
厳
有
院
御
廟
所
を
構

成
す
る
諸
建
築
の
仕
様
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
伊
東
龍
一
氏
が
『
上

図 1 寛永寺古図

野
の
大
猷
院
霊
廟
と
厳
有
院
霊
廟(

第
一
次)

に
つ
い
て
』
の
末
尾
に
表
の
形
式
で
要
約
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
霊
廟
全
体
の
配
置
や
構
造
を
示
す
創
建
時
の
絵
図
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

図
１
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
寛
永
寺
古
図
で
、
常
憲
院
霊
廟
が
描
か
れ
て
い
な
い

の
で
宝
永
六
年
以
前
の
状
態
を
描
い
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
は
こ
れ
が
延
宝
九
年
創
建
時
の
状
況
を
描
い
た
物
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と

は
言
え
な
い
事
情
が
あ
り
ま
す
。
元
禄
十
一
年
五
月
の
火
災
に
よ
り
厳
有
院
御
仏
殿
が
焼

失
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

『
常
憲
院
殿
御
實
紀
』
に
は
、
創
建
な
っ
た
寛
永
寺
中
堂
の
上
棟
、
地
鎮
の
式
典
の
終

わ
っ
た
翌
日
、
元
禄
十
一
年
九
月
六
日
の
項
に

數
寄
屋
橋
の
邊
南
鍋
町
の
商
家
よ
り
火
起
り
。
お
り
ふ
し
南
風
は
げ
し
く
。
た
ち
ま
ち

四
町
ば
か
り
ひ
ろ
ご
り
。
大
名
小
路
に
う
つ
り
。
諸
大
名
の
邸
宅
甍
を
つ
ら
ね
て
焼
き

た
ち
。
北
を
さ
し
て
殿
上
人
の
旅
館
も
や
け
。
柳
澤
出
羽
守
保
明
が
邸
に
及
び
し
か
ば
。

か
し
こ
の
行
殿
并
に
傅
奏
旅
館
。
上
野
淺
草
寺
等
を
防
げ
と
て
。
大
久
保
隠
岐
守
忠
増

は
じ
め
。
あ
ま
た
の
輩
に
命
ぜ
ら
れ
。
人
数
ひ
き
つ
れ
防
ぎ
し
か
ば
。
行
殿
は
の
こ
り

し
が
。
そ
の
他
み
な
〳
〵
火
う
つ
り
。
横
ざ
ま
に
二
、
三
十
町
燒
ゆ
き
。
戌
の
時
ば
か

り
東
叡
山
に
及
び
。

嚴
有
院
殿
靈
廟
。
法
親
王
本
坊
は
じ
め
。
寺
院
あ
ま
た
焼
け
し

が
。
中
堂
の
あ
た
り
は
や
う
〳
〵
ふ
せ
ぎ
と
め
て
千
住
に
い
た
り
。
子
の
時
ば
か
り
に

暴
雨
ふ
り
出
て
燒
や
み
た
り
。

と
記
録
し
て
い
ま
す
。
中
堂
は
幸
い
に
防
ぎ
止
め
ら
れ
ま
す
が
、
寛
永
寺
の
本
坊
を
は

じ
め
、
諸
寺
院
そ
れ
に
厳
有
院
霊
廟
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

罹
災
し
た
柳
沢
保
明
（
吉
保
）
は
『
楽
只
堂
年
録
』
に
、
切
迫
し
た
状
況
を
次
の
よ
う

に
記
録
し
て
い
ま
す
。

一
、
今
日
四
つ
過
、
鍋
町
の
民
家
よ
り
出
火
す
、
南
風
は
げ
し
く
、
猛
火
馳
か
ご
と
く
に

て
、
延
て
吉
保
が
屋
敷
の
内
に
及
ぶ
、
（
中
略
）
、
其
外
敷
多
來
り
救
へ
ど
も
、
風
は

げ
し
く
て
、
安
通
・
信
豊
・
采
女
定
直
が
妻
の
居
所
、
并
に
家
臣
の
舎
屋
、
悉
く
焼
亡

す
、
黒
田
豊
前
守
直
重
が
亭
も
災
に
か
ゝ
れ
り
、
火
さ
か
ん
に
し
て
、
御
殿
に
及
び
な

ん
と
せ
し
時
に
、
大
久
保
隠
岐
守
忠
増
が
働
、
列
に
こ
へ
た
り
、
是
に
よ
り
て
、
御
殿

恙
な
く
、
吉
保
が
居
屋
敷
も
、
災
を
脱
か
る
、
戸
田
内
藏
助
光
賢
、
精
力
を
勵
す
に
よ

り
て
、
与
力
壹
人
・
纏
持
壹
人
死
す
、
吉
保
、
今
日
四
つ
時
、
登
城
し
て
、
七
つ
過
退

出
す
、
日
暮
れ
に
及
ん
で
、
護
持
院
あ
や
ふ
か
り
し
に
よ
り
て
、
ま
た
登
城
し
て
、
五



つ
過
退
出
す
、
夜
深
て
火
や
ま
ず
、
東
叡
山
に
及
ぶ
に
よ
り
て
、
又
四
つ
時
、
登
城
し

て
九
つ
過
退
出
す
、
嚴
有
院
様
の
御
霊
屋
も
燒
亡
し
、
そ
の
外
に
、
寺
中
あ
ま
た
燒
失

す
、
千
壽
の
邊
に
至
り
て
止
む
、

厳
有
院
霊
廟
、
寛
永
寺
諸
堂
の
造
営
を
差
配
す
る
鈴
木
修
理
は
、
こ
の
火
災
で
「
自
分

屋
舗
」
を
焼
失
し
て
い
ま
す
。
『
鈴
木
修
理
日
記
』
の
記
述
は
次
の
通
り
で
す
。

一
巳
刻
、
数
寄
屋
橋
外
鍋
町
仕
立
屋
ゟ
出
火
、
日
本
橋
迄
西
側
不
残
、
丸
之
内
大
名
小

路
東
側
道
三
橋
限
り
、
常
盤
橋
外
伊
勢
町
限
り
、
東
ハ
横
山
町
迄
神
田
筋
不
残
、
柳

原
・
雉
子
町
、
昌
平
橋
ゟ
天
神
下
・
上
野
山
下
坂
本
通
り
、
下
谷
・
浅
草
・
千
住
口

迄
焼
失
、
壱
石
橋
・
新
シ
橋
・
白
銀
丁
筋
橋
共
不
残
焼
落
ル
、
自
分
屋
舗
七
ツ
半
時

焼
失
、
自
分
子
共
孫
市
方
江
立
離
、
同
八
日
ゟ
本
庄
下
屋
舗
江
引
越
罷
在
。

翌
七
日
、
戸
田
山
城
守
忠
昌
が
靈
廟
構
造
の
總
奉
行
を
仰
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
鈴
木
修
理
の
動
き
を
追
っ
て
み
ま
す
。

八
日

己
卯

一
巳
刻
登
城
、
午
刻
退
出
。

一
明
ケ
七
ツ
半
時
、
三
郎
左
衛
門
殿
（
作
事
奉
行

小
幡
三
郎
左
衛
門
）
ゟ
手
紙
来
ル
、

焼
跡
絵
図
仕
、
差
上
可
申
由
申
来
ル
、
則
刻
申
付
ル
、
九
日
四
ッ
時
出
来
、
御
城
江
持
参

致
ス
。

九
日

庚
辰

終
日
雨

一
巳
刻
、
御
絵
図
出
来
、
登
城
、
棟
梁
三
人
、
召
連
出
ル
、
午
后
刻
退
出
。

十
三
日

甲
申

雨
天

一
巳
刻
、
三
郎
左
衛
門
殿
江
寄
合
ニ
参
、
厳
有
院
様
廻
廊
・
玉
籬
・
平
唐
御
門
仕
様
帳

之
写
持
参
申

鈴
木
修
理
は
寛
永
寺
内
の
焼
失
地
域
の
絵
図
の
作
成
を
命
じ
ら
れ
、
翌
八
日
作
成
さ
れ

た
絵
図
と
棟
梁
を
連
れ
て
登
城
し
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。
造
営
は
厳
有
院
仏
殿
と
寛

永
寺
本
坊
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
厳
有
院
仏
殿
に
つ
い
て
は
創
建
時
の
仕
様
帳
を
元
に
再
建

案
が
練
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仏
殿
に
あ
っ
た
厳
有
院
の
「
神
位
」
は
左
隣
に
在
っ

た
津
梁
院
に
移
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

造
営
は
年
を
ま
た
い
で
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
厳
有
院
仏
殿
は
、
翌
元
禄
十
二
年
二
月

廿
九
日
に
上
棟
、
三
月
七
日
に
地
鎭
、
正
遷
座
が
行
わ
れ
ま
す
。
『
常
憲
院
殿
御
實
紀
』

の
記
事
を
引
い
て
お
き
ま
す
。

東
叡
山

嚴
宥
院
靈
廟
地
鎭
安
鎭
、
日
光
門
跡
公
辮
法
親
王
執
行
あ
り
。
よ
つ
て
高
家

品
川
豊
前
守
伊
氏
御
使
し
。
ま
た
正
遷
座
に
よ
り
。
阿
部
豊
後
守
正
武
代
参
す
。
戸
田

山
城
守
忠
昌
始
め
例
の
諸
有
司
ま
か
り
む
か
ふ
。(

日
記
。)

『
鈴
木
修
理
日
記
』
に
は
「
御
地
鎮
・
御
安
鎮
之
記
」
が
納
め
ら
れ
て
い
て
、
式
の
次

第
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
に
面
白
い
記
事
が
在
り
ま
す
。

七
日
申
后
刻
、
津
梁
院
ヨ
リ
先
、
勅
額
御
門
ノ
外
、
御
仮
屋
ヱ
御
忍
ノ
御
遷
座
、
御
仮

堂
ヨ
リ
勅
額
御
門
左
右
御
本
堂
マ
デ
白
幕
張
之
、
筵
道
地
布
三
通
敷
之
、
二
天
門
ソ
ト
、

御
先
手
近
藤
源
左
右
衛
門
驚(

警)

固
、
勅
額
御
門
ソ
ト
、
御
持
筒
松
平
半
左
右
衛
門
警

固
、
但
忍
ノ
御
遷
座
之
内
ハ
御
鉄
炮
計
錺
之
、
与
力
同
心
其
外
払
之
、
御
遷
座
以
後
与

力
同
心
最
前
ノ
ゴ
ト
ク
驚(

警)

固
ス
、
（
中
略
）
御
名
代
阿
部
豊
後
守
、
直
垂
着
セ
ラ

ル
ヽ
、
御
供
所
ニ
待
合
有
之
、
酉
之
刻
ニ
乃
デ
御
門
跡
御
参
堂
、
御
仮
屋
ニ
ヲ
イ
テ
暫

御
法
事
有
之
、
今
朝
之
式
ノ
ゴ
ト
ク
、
楽
人
音
楽
ヲ
奏
シ
、
衆
僧
御
案
ヲ
供
奉
、
御
本

堂
ヱ
正
遷
座
ナ
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
、

本
来
津
梁
院
か
ら
遷
座
し
て
く
る
「
神
位
」
を
事
前
に
勅
額
門
外
の
御
仮
屋
へ
お
忍
び

で
遷
座
し
て
お
き
遷
座
式
で
は
、
そ
の
御
仮
屋
か
ら
「
神
位
」
を
移
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
こ
の
警
護
の
対
象
に
は
「
二
天
門
」
、
「
勅
額
門
」
の
記
述
が
見
え
ま
す
の
で
、

九
月
の
火
災
で
は
「
二
天
門
」
、
「
勅
額
門
」
は
罹
災
し
な
か
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

つ
ま
り
創
建
時
の
構
造
を
変
え
ず
に
御
仏
殿
と
御
仏
殿
周
り
だ
け
を
再
建
し
た
事
に
な
り

ま
す
。

前
に
こ
の
稿
の
（
上
）
で
、
佐
藤
左
氏
の
『
大
日
本
建
築
全
史
』
の
付
図
と
し
て
享
保

五
年
以
前
の
寛
永
寺
徳
川
家
霊
廟
三
代
の
配
置
図
を
模
刻
し
た
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
厳
有
院
の
霊
廟
部
分

だ
け
を
部
分
拡
大
図
し
て

掲
げ
て
み
ま
す
。

図
の
中
に
丸
数
字
で
示

し
た
の
は
『
鹿
鳴
館
秘
蔵

写
真
帖
』
の
中
に
残
さ
れ

た
明
治
維
新
直
後
の
厳
有

院
廟
の
写
真
で
す
。
矢
印

は
カ
メ
ラ
の
撮
影
方
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

二
天
門

勅
額
御
門

門

鐘
楼水

屋

井

八
日
御
佛
殿

御蔵
御蔵

宝
蔵

供
所

拝
殿

門

御廟

番
所

①

②

③

④

⑤

図２厳有院殿霊廟建物配置図



写
真
を
元
に
厳
有
院
霊
廟
内
の
灯
籠
配
置
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

写真③水盤舎

写真④中門前 写真②勅額門前

写真①二天門

写
真
①
は
二
天
門
前
か
ら
霊
廟
方
向
を

撮
し
た
物
で
す
が
、
内
側
に
石
灯
籠
が
見

え
て
い
ま
す
。

写
真
②
は
二
天
門
を
入
っ
た
所
か
ら
勅

額
門
前
ま
で
を
撮
し
た
物
で
す
が
、
左
右

に
石
灯
籠
が
並
ん
で
い
て
、
こ
の
二
枚
の

写
真
か
ら
、
逆
Ｌ
字
形
に
石
灯
籠
が
配
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
こ
の
写

真
は
明
治
期
の
物
で
す
か
ら
厳
有
院
霊
廟

域
に
は
文
恭
院
、
浚
明
院
へ
献
納
さ
れ
た

灯
籠
も
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
③
は
中
門
前
か
ら
水
盤
舎
を
撮
し

て
お
り
、
写
真
④
は
鐘
楼
の
前
か
ら
中
門

方
向
を
撮
し
て
い
ま
す
。
二
枚
の
写
真
か

ら
水
盤
舎
の
周
り
か
ら
中
門
ま
で
ビ
ッ
シ

リ
と
銅
灯
籠
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判

り
ま
す
。
鐘
楼
周
り
に
も
銅
灯
籠
が
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

勅
額
門
を
入
っ
て
内
側
左
右
は
、
常

憲
院
の
霊
廟
以
降
か
ら
前
田
家
の
指
定

席
に
な
り
ま
す
が
、
厳
有
院
廟
で
前
田

家
が
ど
の
位
置
に
灯
籠
を
配
置
し
た
か

を
示
す
資
料
は
在
り
ま
せ
ん
。
大
猷
院

で
は
唐
門
前
、
御
三
家
と
越
前
松
平
家

の
次
の
位
置
左
右
に
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。写

真
⑤
は
御
廟
前
か
ら
仕
切
り
門
方

向
を
撮
し
た
物
で
す
。
仕
切
門
は
拝
殿

と
霊
廟
域
を
隔
て
る
門
で
、
日
光
の
大

猷
院
廟
で
は
奥
院
入
口
に
皇
嘉
門
が
置

か
れ
そ
の
門
前
左
右
に
老
中
で
造
営
の

惣
奉
行
を
務
め
た
酒
井
忠
勝
の
灯
籠
が

配
置
さ
れ
ま
し
た
。

奥
院
内
に
は
無
銘
の
三
対
の
銅
灯
籠

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
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と
こ
ろ
で
写
真
６
は
、

田
邊
泰
氏
の
『
徳
川
家
霊

廟
』
（
昭
和
十
七
年

彰
国

社
）
に
納
め
ら
れ
た
写
真

で
す
が
、
勅
額
門
内
の
水

盤
舎
前
か
ら
撮
し
た
物
と

思
わ
れ
ま
す
。
写
真
③
と

比
べ
る
と
、
多
く
の
銅
灯

籠
が
石
灯
籠
と
入
れ
替
わ

る
様
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

寛
永
寺
の
銅
灯
籠
は
今
大
倉
集
古
館
に
水
戸
家
の
献
納
し
た
物
が
、
厳
有
院
、
常
憲
院

各
一
基
づ
つ
。
渋
沢
庭
園
に
紀
州
家
の
徳
川
治
貞
が
浚
明
院
に
献
納
し
た
物
が
残
っ
て
い

る
だ
け
で
、
後
は
焼
失
し
た
上
野
大
猷
院
廟
の
灯
籠
と
伝
え
ら
れ
る
両
大
師
堂
前
の
大
型

の
灯
籠
（
今
二
基
が
根
本
中
堂
前
に
移
設
。
）
を
残
す
の
み
で
す
。
尚
大
猷
院
廟
の
銅
灯

籠
は
石
塚
雄
三
氏
の
ご
努
力
に
よ
り
他
に
数
基
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

香
取
秀
真
の
『
江
戸
鋳
師
銘
譜
』
に
は
次
の
様
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

六
二

松
田
勘
平
栄
清

(

五
か)

◎
嚴
有
院
殿
寶
前
銅
燈
籠

延
宝
九
年
辛
酉
三
月
八
日[

一
六
八
一]

紀
伊
國
主
正
三
位
行
権
中
納
言
源
光
貞
。
治
工
松
田
勘
平
栄
清
。（
今
村
繁
三
氏
庭
前
）

案
ず
る
に
、
四
代
将
軍
家
綱
の
廟
上
野
第
一
霊
屋
に
は
、
今
銅
燈
籠
一
も
な
し
。
維
新

の
際
紛
失
せ
る
も
の
か
。

水
戸
光
圀
が
四
代
廟
に
獻
納
の
も
の
、
大
倉
美
術
館
に
一
本
あ
り
。

宇
田
川
藤
四
郞
次
重
の
作
な
り
。

一
四
〇

宇
田
川
藤
四
郞
重
次

◎
常
憲
源
公
霊
廟
前
庭
銅
燈
台
貳
樹

宝
永
六
年
己
丑
正
月
十
日[

一
七
〇
九]

権
中
納
言
從
三
位
源
綱
條
粛
具

治
工
宇
田
川
藤
四
郞
重
次
。
（
今
在
大
倉
美
術
館
）

松
田
勘
平
栄
清
の
項
に
あ
る
嚴
有
院
殿
寶
前
銅
灯
籠
に
関
す
る
記
載
は
、
少
し
複
雑
で

す
。

『
江
戸
鋳
師
銘
譜
』
は
二
十
七
年
の
刊
行
で
す
が
、
同
じ
く
香
取
秀
真
が
大
正
五
年
に
発

行
し
た
『
日
本
金
燈
籠
年
表
』
に
は
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嚴
有
院
廟
銅
燈
臺
（
今
在
大
倉
美
術
館
）

延
寶
九
、
五

宇
田
川
藤
四
郞
次
重

同

上

（
今
在
芝
今
村
氏
）

同
上

松
田
勘
平
榮
清

常
憲
院
廟
銅
燈
臺
（
今
在
大
倉
美
術
館
）

寶
永
六
、
正

宇
田
川
藤
四
郞
重
次

と
有
り
ま
す
。

今
村
繁
三
は(1877

～

1956

年
）
今
村

銀
行
の
二
代
目
頭
取
で
実
業
家
。
岩
崎
小

弥
太
等
と
と
も
に
成
蹊
大
学
の
前
身
と
な

る
成
蹊
園
の
設
立
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

別
荘
は
国
分
寺
の
現
在
の
日
立
中
央
研
究

所
の
地
に
構
え
て
い
ま
し
た
が
、
芝
区
田

町
（
今
の
港
区
三
田
）
に
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
の
設
計
に
よ
る
本
邸
が
有
り
、

ど
う
や
ら
そ
の
前
庭
に
厳
有
院
の
銅
灯
籠

が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
『
コ
ン
ド

ル
博
士
遺
作
集
』
に
は
、
こ
の
三
田
の
今

村
邸
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
灯
籠
は
写
っ
て
い
ま
せ
ん
。

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
の
デ
ジ
タ
ル
版

『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
に
は
次
の
記
載

が
あ
り
ま
す
。

財
団
法
人
修
養
団
後
援
会
書
類

（
渋
沢
子
爵
家
所
蔵
）

修
養
団
後
援
会
招
待
芳
名

芝
区
田
町
七
ノ
六

今
村
繁
三

香
取
秀
真
は
大
正
五
年
に
は
そ
の
所
在
ま
た
は
情
報
を
確
認
し
て
い
た
様
で
す
が
、
戦

後
の
昭
和
二
十
七
年
に
は
恐
ら
く
所
在
の
確
認
が
出
来
ず
に
、
前
記
の
よ
う
な
曖
昧
な
記

述
に
な
っ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
村
繁
三
は
昭
和
の
恐
慌
の
中
で
芝
高
輪
の
屋
敷
を
処

分
し
、
吉
祥
寺
に
移
り
戦
後
は
下
落
合
で
文
化
人
た
ち
の
支
援
を
し
な
が
ら
没
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
銅
灯
籠
の
そ
の
後
の
行
方
は
判
り
ま
せ
ん
。

一
方
大
倉
美
術
館
（
現
大
倉
集
古
館
）
の
二
基
の
銅
灯
籠
は
現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。

『
大
倉
集
古
館
列
品
要
略
』
に
は
次
の
様
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

三
三
六
八
、
銅
燈
臺

二
基
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第
一
號
館
の
正
面.

入
口
車
寄
の
左
右
に
樹
て
る
銅
燈
臺
二
基
、
其
の
一
基
は
、
延

寶
九
年(

此
の
年
九
月
廿
九
日
、
天
和
と
改
元
、
皇
紀
二
三
四
一
、
西
暦
一
六
八
一
）

五
月
八
日
に
、
江
戸
上
野
な
る
四
代
將
軍
嚴
有
院
殿
の
靈
廟
に
奉
獻
せ
ら
れ
た
る
も
の

ヽ
一
に
て
、
他
の
一
基
は
、
寶
永
六
年
（
皇
記
二
三
六
九
、
西
暦
七
〇
九
）
正
月
十
日

に
同
所
な
る
、
五
代
將
軍
常
憲
院
殿
の
靈
廟
に
奉
納
せ
ら
れ
た
る
も
の
ヽ
一
也
、
斯
の

種
の
銅
燈
臺
は
、
舊
と
、
上
野
な
る
各
將
軍
の
廟
前
に
、
多
數
、
獻
納
せ
ら
れ
た
る
も

の
な
る
可
し
と
雖
、
維
新
後
、
或
は
迭
出
し
、
或
い
は
鎔
敗
せ
ら
れ
て
、
今
日
に
在
り

て
は
、
我
が
大
倉
集
古
館
内
に
、
漸
く
其
の
二
基
を
留
む
る
に
過
ぎ
ざ
る
は
、
憾
み
と

す
可
き
也
。
左
に
兩
燈
臺
の
鐫
銘
を
録
せ
む
。
曰
く
、

「
奉
献
巌
有
源
公
靈
廟
前
庭

銅
燈
彙
貳
樹

廷
寶
辛
酉
五
月
八
日

參
議
從
三
位
兼
行
右
近
衞
權
中
將
光
國
粛
具

冶
工

宇
田
川
藤
四
郎
次
重
」

「
奉
献

常
憲
源
公
靈
廟
前
庭

銅
燈
臺
二
樹

寶
永
六
年
己
丑
正
月
十
日

權
中
納
言
從
三
位
源
綱
條
粛
具

冶
工

宇
田
川
藤
四
郎
重
次
」

銅
灯
籠
に
関
し
て
、
此
の
残
さ
れ
た
一
基
か
ら
献
納
の
実
態
を
追
い
か
け
て
い
く
こ
と

は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
厳
有
院
廟
に
残
さ
れ
た
石
灯
籠
の
情
報
と
文
献
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
を
整
理
し
て
出
来
る
だ
け
全
体
像
に

迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
厳
有
院
仏
殿
唐
門
前
の
御
三
家
の
灯

籠
配
置
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。今

村
邸
の
銅
灯
籠
の
銘
は

紀
伊
國
主
正
三
位
行
権
中
納
言
源
光
貞

大
倉
集
古
館
前
の
銅
灯
籠
の
銘
は

參
議
從
三
位
兼
行
右
近
衞
權
中
將
光
國

こ
れ
に
対
し
て
尾
張
家
の
徳
川
光
友
の
延

宝
八
年
当
時
の
官
位
は
正
三
位
行
権
中
納
言

で
承
応
二
年
八
月
十
二
日
の
任
官
に
な
り
ま

す
。
徳
川
光
貞
の
任
官
は
寛
文
九
年
正
月
十
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日
で
、
先
任
順
、
官
位
の
高
低
か
ら
言
え
ば

徳
川
光
友
（
尾
張
）－

徳
川
光
貞
（
紀
伊
）－

徳
川
光
圀
（
水
戸
）
と
な
り
ま
す
。

綱
吉
は
御
三
家
と
共
に
、
祥
月
命
日
に
当
た
る
天
和
元
年
五
月
八
日
に
厳
有
院
霊
廟
に

詣
で
拝
礼
し
ま
す
が
、
『
常
憲
院
殿
御
實
紀
』
に
よ
れ
ば
こ
の
と
き
の
御
三
家
の
拝
礼
順

は
○
八
日
東
叡
山
の

霊
廟
に
御
詣
あ
り
。（
中
略
）
御
拜
畢
り
。
尾
張
中
納
言
光
友
卿
。

紀
伊
中
納
言
光
貞
卿
。
水
戸
宰
相
光
圀
卿
。
尾
張
中
将
綱
誠
卿
。
紀
伊
中
将
綱
教
卿
。

水
戸
少
将
綱
條
朝
臣
陪
拝
あ
り
。

と
な
り
ま
す
。
因
み
に
此
の
時
点
で
の
御
三
家
嫡
子
の
官
位
は

徳
川
綱
誠
（
尾
張
）
従
三
位
右
近
衛
權
中
将
（
寛
文
三
年
十
二
月
二
十
七
日
）

徳
川
綱
教
（
紀
伊
）
従
三
位
左
近
衛
權
中
将
（
延
宝
四
年
十
二
月
二
十
五
日
）

徳
川
綱
條
（
水
戸
）
正
四
位
下
左
近
衛
權
少
将
（
寛
文
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
）

で
す
。
こ
の
官
位
の
順
に
従
え
ば
、
銅
灯
籠
の
配
置
は
唐
門
を
挟
ん
で
内
側
か
ら
尾
張

－

紀
伊－

水
戸
の
順
に
な
っ
て
居
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
『
木
子
文
庫
』
に
『
嚴
有
院
殿
奉
獻
燈
籠
』
と
い
う
史

料
が
有
り
ま
す
。
折
り
本
の
形
式
で
、
一
頁
に
一
大
名
ず
つ
銘
文
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
の
頁
だ
け
模
刻
し
て
み
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
東
京
都
立
図
書
館
の

TO
K

Y
O

ア
ー
カ
イ
ブ
で
画
像
を
確
認
で
き
ま
す
）

御
前
ゟ
左

奉
獻
上

銅
燈
籠
兩
基

嚴
有
院
殿

前

延
宝
九
辛
酉

年

豫
州
松
山
城
主
従
四
位
下

五
月
八
日

隱
岐
守
源
姓
松
平
氏
定
直

こ
の
よ
う
な
形
で
秋
田
城
主
佐
竹
義
處
ま
で
六
大
名
分
の
銘
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
姫
路
城
主
松
平
直
矩
か
ら
毛
利
綱
廣
ま
で
五
大
名
分
は
中
節
よ
り
上
の
部
分
の

銘
文
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
出
雲
侍
従
松
平
綱
近
か
ら
細
川
綱
利
ま
で
の
四
大
名

分
は
銅
灯
籠
の
輪
郭
線
も
省
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。



奉
獻

銅
燈
籠

武
州
東
叡
山

嚴
有
院
殿

前

延
宝
九
辛
酉

年

従
四
位
下
肥
前
侍
従
兼
丹
後
守

五
月
八
日

藤
原
光
茂

奉
獻
銅
燈
籠

兩
基

武
州

東
叡
山

嚴
有
院
殿前

延
宝
九
辛
酉

年

土
佐
國
主
従
四
位
下
侍
従

五
月
八
日

藤
原
朝
臣
豊
昌

奉
獻
銅
燈
籠

兩
基

東
叡
山

嚴
有
院
殿

前

延
宝
九
辛
酉

年

美
作
國
主

五
月
八
日

従
四
品
森
伯
耆
守
源
長
義

奉
獻

銅
燈
籠
貳

東
叡
山

基

嚴
有
院
殿

前

延
宝
九
辛
酉

年

濃
州
大
垣
城
主

藤
原
姓

五
月
八
日

従
五
位
下
左
門
戸
田
氏

氏
西

奉
獻
上
銅
燈
籠

東
叡
山

嚴
有
院
殿

前
五
月
八
日

延
宝
九
辛
酉

年

出
羽
國
秋
田
城
主
従
四
位
下

五
月
八
日

行
侍
從
兼
右
京
大
夫

佐
竹
氏
源
朝
臣
義
處

播
磨
國
姫
路
城
主

従
四
位
下
侍
従
大
和
守
松
平
氏
直
矩

宇
陀
侍
従

織
田
山
城
守
平
長
頼
朝
臣

宇
和
嶋
城
主
従
四
位
下
侍
従

伊
達
遠
江
守
藤
原
朝
臣
宗
利

高
サ
貳
尺
壹
寸
六
分

差
渡
三
尺
五
寸
五
分

備
前
侍
従
源
朝
臣
綱
政

防
長
二
州
主

従
四
位
下
行
侍
従

兼
大
膳
大
夫
毛
利
氏

大
江
綱
廣
朝
臣

出
雲
侍
従
松
平
出
羽
守
綱
近

安
藝
國
主

従
四
位
侍
従
源
朝
臣
松
平
綱
長

伊
賀
國
主
従
四
位
下
侍
従

藤
原
姓
藤
堂
和
泉
守
高
久

肥
後
國
主
従
四
位
下
行
侍
従

細
川
越
中
守
源
綱
利

石
灯
籠
に
つ
い
て
は
以
下
に
記
載
す
る
五
大
名
分
が
石
灯
籠
の
竿
の
輪
郭
線
の
中
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
こ
ま
で
で
す
。



奉
獻
石
燈
籠
一
基

東
叡
山

嚴
有
院
殿

前

延
宝
九
年
辛
酉

五
月
八
日

従
五
位
下
九
鬼
和
泉
守
藤
原
隆

奉
獻
上

石
燈
籠

武
州
東
叡
山

嚴
有
院
殿

前

延
宝
九
年
辛
酉

五
月
八
日

從
五
位
下
六
郷
佐
渡
守

藤
原
政
信

奉
獻

石
燈
籠

兩
基

武
州
東
叡
山

嚴
有
院
殿

前

延
宝
九
年
辛
酉

五
月
八
日

越
後
長
罡
城
主
従
五
位
下

源
朝
臣
牧
野
駿
河
守
忠
郷
（
忠
辰
）

豊
前
中
津
城
主
小
笠
原
信
濃
守
源
姓
長
隆

延
宝
九
年
辛
酉

五
月
八
日

嚴
有
院
殿

前

東
叡
山

奉
獻
石
燈
籠

兩
基

奉
獻
上
石
燈
籠
兩
基

東
叡
山

嚴
有
院
殿

前

延
宝
九
年
辛
酉

五
月
八
日

従
五
位
下

加
藤
遠
江
守
藤
原
泰
經

こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
五
つ
の
石
灯
籠
の
う
ち
、
最
初
と
最
後
の
灯
籠
は
現
物
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
初
の
九
鬼
和
泉
守
の
灯
籠
は
川
崎
市
の
龍
厳
寺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

奉
獻
石
燈
篭
一
基

東
叡
山

嚴
有
院
殿

尊
前

延
寳
九

歳
五
月
八
日

從
五
位
下
九
鬼
和
泉
守
藤
原
隆
律

名
前
の
部
分
が
少
し
読
み
ず
ら
い
の
で
す
が
寛
政
譜
に
従
え
ば
「
九
鬼
和
泉
守
藤
原
隆

律
」
と
な
り
ま
す
。「
律
」
の
字
を
「

」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
微
妙
な
と
こ
ろ
で
す
。

加
藤
遠
江
守
泰
經
の
灯
籠
に
関
し
て
は
、
板
橋
区
立
郷
土
館
に
一
基
残
っ
て
い
ま
す
。

銘
文
を
比
べ
て
み
れ
ば
一
致
し
て
い
ま
す
の
で
、
か
な
り
正
確
に
写
し
取
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
判
り
ま
す
。
『
木
子
文
庫
』
の
寛
永
寺
関
連
の
資
料
は
大
工
棟
梁
甲
良
家
伝
来
の
も

の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
『
嚴
有
院
殿
奉
獻
燈
籠
』
も
或
い
は
大
工
頭
鈴
木
修
理
を

通
じ
て
諸
大
名
か
ら
依
頼
さ
れ
た
灯
籠
分
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
銅
灯
籠
の
最
初
の
五
基
分
に
は
「
御
前
ゟ
左
」
、
「
御
前
ゟ
右
」
と
位
置
を
示
す
書
き

込
み
が
有
り
ま
す
の
で
現
場
で
写
し
取
ら
れ
た
物
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

銅
灯
籠
の
輪
郭
図
の
宇
和
嶋
城
主
伊
達
遠
江
守
宗
利
の
図
の
左
上
に
は
「
高
サ
貳
尺
壹

寸
六
分
」
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
次
の
備
前
侍
従
源
朝
臣
綱
政
の
図
の
右
上
に
は
「
差
渡

三
尺
五
寸
五
分
」
と
有
り
ま
す
。
竿
の
寸
法
を
表
し
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

同
じ
『
木
子
文
庫
』
に
「
上
野
常
憲
院
様
御
佛
殿
唐
銅
御
燈
篭
之
圖
」
が
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
図
の
竿
の
部
分
に
も
「
高
サ
貳
尺
壹
寸
六
分
」「
差
渡
三
尺
五
寸
五
分
」

と
の
寸
法
書
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
石
灯
籠
と
同
じ
く
模
刻
図
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

石
灯
籠
と
同
じ
く
、
同
じ
規
格
で
銅
灯
籠
が
作
製
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
前
に
石
灯
籠
を
模
刻
し
た
と
き
に
は
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

改
め
て
木
子
文
庫
の
『
嚴
有
院
殿
奉
獻
燈
籠
』
を
見
な
が
ら
、
石
灯
籠
図
、
『
唐
銅
燈
篭

之
図
』
を
眺
め
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
図
が
常
憲
院
霊
廟
へ
献
納
す
る
灯
籠
の
指
図
図
面

と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
が
、
描
か
れ
た
灯
籠
は
実
際
に
厳
有
院
へ
献
納

tom-i
スタンプ

tom-i
スタンプ




納
さ
れ
た
灯
籠

の
物
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
『
唐

銅
燈
篭
之
図
』

は
全
部
で
四
枚

（

木

010-3
-

02,03,13,14

）

残

さ

れ

て

い

て
、
そ
の
う
ち

、

、

は

03

13

14

外
形
が
ほ
ぼ
一

致
し
ま
す
。
と

い
う
よ
り
は
、

三
枚
を
重
ね
合

わ
せ
て
み
る
と

上
か
ら
な
ぞ
り

書
き
を
し
た
よ

う
に
線
が
重
な

り
合
い
ま
す
。

細
か
い
違
い
と

言
え
ば
、

の
13

笠
、
中
台
に
付

け
ら
れ
た
御
紋

が
三
つ
葉
葵
の

紋
に
な
っ
て
い

る
の
と
、
中
台

格
狭
間
の
獅
子
、

龍
が
簡
略
な
絵

に
な
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
盤
石
の
格
狭
間
の
獅
子
と
底
石
の
格
狭
間
の
牡
丹

唐
草
も
や
は
り
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

寸
法
書
で
す
が
、

で
は
笠
の
寸
法
以
外
は
書
き
込
み
が
有
り
ま
せ
ん
。

と

に
は

03

13

14

書
き
込
み
が
有
り
ま
す
が
微
妙
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
面
白
い
の
は
系
列
の
違
う
絵
図
と

思
わ
れ
る

に
書
き
込
ま
れ
た
寸
法
と
一
ヶ
所
を
除
い
て
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
で
す
。
違

02

い
は
火
袋
の
寸
法
で
、
高
さ
は
壱
尺
貳
寸
八
分
で
一
緒
で
す
が
、
差
渡
し
は

が
壱
尺
八

02

寸
で
す
が
、

で
は
壱
尺
壱
寸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

14
御
紋

御
紋

牡
丹
唐
草

牡
丹
唐
草

牡
丹
唐
草

八
角

唐
銅
燈
篭
之
圖

惣
高
サ
地
盤
石
上
端
ゟ
宝
珠
上
端
迠
八
尺
貳
寸

差 渡 し 三 尺 五 寸

差 渡 し 貳 尺 八 寸

獅
子

獅
子

獅
子

石

高
サ

八
寸
八
分

高
サ

貳
尺
壹
寸
六
分

高
サ

壹
尺
貳
寸
八
分

高
サ

壹
尺
貳
寸
三
分

獅
子

獅
子

高
サ

壹
尺
壱
寸
五
分

龍

差 渡 し 八 寸 五 分

差 渡 し 壹 尺 八 寸

差 渡 し 壹 尺 壱 寸

高
サ

七
寸
五
分

高
サ

七
寸
五
分

高
サ

八
寸

差 渡 し 三 尺 壱 寸 五 分

差 渡 し 三 尺 五 寸 五 分

差 渡 し 四 尺 五 寸

御
紋

御
紋
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牡
丹
唐
草

牡
丹
唐
草

牡
丹
唐
草

八
角

唐
銅
燈
籠
之
圖

惣
高
サ
地
盤
石
上
端
ゟ
宝
珠
上
端
迠
八
尺
弐
寸

差 渡 し 三 尺 九 寸

差 渡 し 貳 尺 四 寸 七 分

獅
子

獅
子

獅
子

高
サ

八
寸
七
分

高
サ

貳
尺
三
寸
貳
分

高
サ

壹
尺
貳
寸
三
分

高
サ

壹
尺
四
寸

獅
子

獅
子

高
サ

壹
尺
四
寸
五
分

龍

差 渡 し 九 寸 三 分

差 渡 し 壹 尺 八 寸 八 分

差 渡 し 壹 尺 三 寸

高
サ

七
寸
二
分

高
サ

七
寸
八
分

高
サ

九
寸
三
分

差 渡 し 三 尺

差 渡 し 三 尺 六 寸 五 分

差 渡 し 五 尺 壱 寸 五

御
紋

御
紋

御
紋

御
紋
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細
か
い
数
字
の
話
を
持
ち
出
し
て
も
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
幾
つ
か
の

ス
ケ
ッ
チ
を
元
に
各
部
材
の
寸
法
が
収
斂
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
見
て
取
れ
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
長
々
と
史
料
を
辿
っ
て
き
て
、
や
っ
と
話
の
道
筋
を
提
示
で
き
そ
う
で
す
。

九
州
国
立
博
物
館
の
『
対
馬
宗
家
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
の
中
に
銅
灯
籠
の
献
上
に
関

し
て
二
通
の
文
書
が
有
り
ま
す
。
宗
對
馬
守
宛
て
の
老
中
奉
書
で
す
が
、

東
叡
山

有
徳
院
様
御
霊
前
江

銅
燈
籠
可
被
献
上
候

寸
法
之
儀
者

常
憲
院
様
御
佛
殿
江

被
獻
候
通
可
被
心
得
候

右
来
年
二
月
上
旬
迠
出
来
候
様

可
被
致
候
以
上

八
月

も
う
一
通
は

増
上
寺

惇
信
院
様
御
霊
前
江

銅
燈
籠
可
被
献
上
候

寸
法
之
儀
者

有
章
院
様
御
佛
殿
江

被
獻
候
通
可
被
心
得
候

右
来
年
二
月
上
旬
迠

出
来
候
様
可
被
致
候

以
上八

月

有
徳
院
徳
川
吉
宗
が
寛
延
四
年
六
月
二
〇
日
、
惇
信
院
徳
川
家
重
が
宝
暦
十
一
年
六
月

十
二
日
に
薨
去
し
て
い
ま
す
か
ら
、
灯
籠
献
納
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
翌
年
の
二
月
と
同
じ

に
な
り
、
従
っ
て
文
面
も
殆
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が
有
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
事
が

判
り
ま
す
。
石
灯
籠
と
同
じ
く
銅
灯
籠
に
関
し
て
も
寸
法
に
関
し
て
の
指
示
が
有
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
大
猷
院
廟
に
は
石
灯
籠
を
献
上
し
て
い
た
對
馬
の
宗
家
は
銅

灯
籠
を
献
上
し
て
い
る
こ
と
で
す
。



も
う
一
度
『
嚴
有
院
殿
奉
獻
燈
籠
』
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
諸
大
名
の
う
ち
で
大
猷
院
廟

に
石
灯
籠
を
献
納
し
た
大
名
の
名
前
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
美
濃
大
垣
城
主

戸
田
氏
西

○
宇
陀
侍
従

織
田
山
城
守
平
長
頼

○
宇
和
嶋
城
主
従
四
位
下
侍
従

伊
達
遠
江
守
宗
利

従
四
位
下
侍
従
或
い
は
従
四
位
下
の
家
格
の
大
名
が
石
灯
籠
で
は
無
く
銅
灯
籠
の
献
納

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
つ
ま
り
大
幅
に
銅
灯
籠
献
納
大
名
の
数
が
増
え
、
今

ま
で
銅
灯
籠
の
献
納
と
い
う
形
で
鋳
物
師
と
繋
が
っ
た
こ
と
の
な
い
大
名
が
銅
灯
籠
の
献

納
を
迫
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
名
を
扶
助
し
て
確
実
に
銅
灯
籠
の
献
納

を
行
わ
せ
る
た
め
に
、
銅
灯
籠
の
意
匠
を
規
格
化
す
る
事
が
求
め
ら
れ
た
物
と
思
わ
れ
ま

す
。『

鹿
鳴
館
秘
蔵
写
真
帖
』
の
厳
有
院
廟
銅
灯
籠
を
写
し
た
写
真
を
も
う
一
度
見
て
頂
く

と
、
燈
籠
の
高
さ
が
ほ
ぼ
均
整
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

高
さ
と
い
う
面
で
見
る
と
、
日
光

の
大
猷
院
廟
に
献
納
さ
れ
た
銅
燈
籠

も
、
御
三
家
灯
籠
を
除
け
ば
ほ
ぼ
揃

っ
て
い
ま
す
。
違
う
の
は
、
意
匠
で

す
。
典
型
的
な
の
が
皇
嘉
門
前
左
右

に
献
納
さ
れ
た
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
の

銅
燈
籠
で
す
。
酒
井
忠
勝
は
日
光
大

猷
院
霊
廟
造
営
の
惣
奉
行
を
務
め
た

大
名
で
す
が
、
そ
の
煌
び
や
か
さ
は

他
の
灯
籠
に
抜
き
ん
出
て
い
ま
す
。

慶
安
四
年
に
上
野
東
照
宮
に
献
納
さ

れ
た
灯
籠
群
と
比
べ
て
み
ま
す
と
同

じ
よ
う
な
意
匠
を
踏
襲
し
な
が
ら
細

部
の
装
飾
に
こ
だ
わ
り
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
因
み
に
写
真
右
側
の
竿
部

に
襞
の
よ
う
な
突
起
部
を
並
べ
た
燈

籠
は
加
賀
の
前
田
家
の
灯
籠
で
す
。

日
光
大
猷
院
廟
唐
門
前
左
側
に
並

ん
だ
御
三
家
灯
籠
と
左
端
に
見
え
る

の
が
前
田
家
の
灯
籠
で
す
。
写
真
に

残
さ
れ
た
厳
有
院
灯
籠
を
見
る
限
り
、

御
三
家
灯
籠
の
形
が
基
本
形
に
な
っ

写真 10皇嘉門前灯籠
写真 11 上野東照宮

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
日
光
大
猷

院
廟
で
石
灯
籠
二
基
を
献
納
し
て
い
た

従
四
位
下
侍
従
の
大
名
は
厳
有
院
廟
で

は
銅
灯
籠
を
献
納
す
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
上
野
の
東
照
宮
、
日

光
大
猷
院
廟
で
特
徴
的
で
あ
っ
た
石
灯

籠
の
意
匠
が
無
く
な
り
ま
す
。

厳
有
院
霊
廟
は
日
光
大
猷
院
廟
と
比

べ
て
構
造
自
体
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
日
光
大
猷
院
廟
は
日
光
東
照
宮

に
添
う
よ
う
に
山
岳
の
地
形
に
営
ま
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
灯
籠
の
配
置
に
も

苦
心
と
配
慮
が
窺
え
ま
す
。
厳
有
院
廟

は
台
地
部
を
均
し
て
造
営
さ
れ
ま
し
た

が
、
勅
額
門
を
挟
ん
で
配
置
さ
れ
た
灯

籠
は
江
戸
城
内
の
御
殿
格
式
を
反
映
し

て
均
整
の
と
れ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
為
に
は
津
軽
藩
の
よ
う
に
先
例
を

楯
に
、
よ
り
上
の
格
式
の
献
納
数
を
獲

得
し
よ
う
と
す
る
大
名
の
要
求
を
退
け

て
、
同
じ
基
準
の
下
に
献
納
す
る
こ
と

を
要
求
し
ま
す
。

津
軽
藩
の
例
で
、
灯
籠
献
納
ま
で
の

幕
府
と
の
遣
り
取
り
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
『
相
馬
藩
世
紀

第
一
』
（
平
成
十
一
年

続
群
書
類
従
完
成
会
）
の
中
に
も
次
の
様
な
記
述
が
有
り
ま
す
の
で
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

写真 13日光大猷院

奉
獻

石
燈
籠
兩
基

日
光
山

大
猷
院
殿

應
二
癸

年
四
月
二
十
日

巳

従
四
位
下
行
侍
従
伊
達
遠
江
守

藤
原
朝
臣
秀
宗

写真 12 日光大猷院廟拝殿前
写真 14上野東照宮



延
宝
八
年
十
一
日

一
、
廿
四
日

嚴
有
院
様
御
廟
前
江

被
獻
候
石
燈
籠
ノ
書
付
、

御
老
中
大
久
保
加
賀
守
殿
ゟ
被
相
出
、

一
、
石
燈
籠

二
基

一
、
地
盤
石
、
高
サ
地
ヨ
リ
七
寸
、
指
渡
四
尺
六
寸

一
、
地
盤
石
、
上
端
ヨ
リ
寶
珠
迄
九
尺
壹
寸
八
分
、

天
和
元
年

一
、
四
月
四
日
、
上
野
御
廟
前
江

石
燈
籠
獻
立
奉
行
石

川
彌
助

三
月
二
十
七
日
に
津
軽
藩
、
二
十
八
日
に
小
田
原
藩
、
四
月
四
日
に
相
馬
藩
で
す
か
ら
、

石
灯
籠
、
銅
灯
籠
を
問
わ
ず
準
備
の
整
っ
た
順
に
霊
廟
内
に
運
び
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

６

奥
院
銅
燈
籠

次
に
奥
院
銅
灯
籠
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
５
は
増
上
寺
台
徳
院
奥
院
の
銅
灯
籠
配
置
図
で
す
。
便
宜
的
に
御
三
家
の
配
置
の
み

示
し
て
い
ま
す
が
、
黄
色
で
表
し
て

い
る
燈
籠
は
全
て
献
納
者
名
が
判
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
赤
色
で
表
し
て

い
る
灯
籠
は
献
納
者
名
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

次
に
日
光
大
猷
院
廟
の
奥
院
の
灯

籠
配
置
を
見
て
み
ま
す
。

奥
院
皇
嘉
門
前
に
酒
井
讃
岐
守
忠

勝
の
銅
灯
籠
が
献
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
前
に
書
き
ま
し
た
が
、
奥
院
拝

殿
に
も
三
対
の
銅
灯
籠
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
年
、
鋳
物
師
の
側
面
か
ら
銅
灯
籠
を
追
い
続
け
て
き
た
石
塚
雄
三
氏
は
『
徳
川
霊
廟

奉
献
銅
燈
籠
の
謎
』
の
中
で
こ
の
三
対
の
銅
灯
籠
の
内
二
対
に
つ
い
て

こ
こ
で
大
猷
院
奥
の
院
三
対
の
燈
籠
の
残
る
謎
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
奉
納
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
元
日
光
山
輪
王
寺
に
居
ら
れ
た
大
久
保
忠
政
氏

殿拜御

図5 台德院奥院前灯籠配置図

徳川頼宣 徳川義直

徳川頼房

が
戦
後
に
書
か
れ
た
文
書
に
よ
る
と
奉
納
者
は

弐
の
燈
籠

甲
府
様

参
の
燈
籠

館
林
様

で
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。
甲
府
様
と
は
家
光
公
の
三
子
で
甲
府
宰
相
綱
重
公
、
ま

た
館
林
様
と
は
四
子
の
後
の
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
公
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
「
壱
」
の

燈
籠
の
奉
献
者
は
、
大
久
保
氏
は
書
い
て
居
ら
れ
な
い
が
、
家
光
公
の
長
子
で
四
代
将

軍
家
綱
公
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

と
書
い
て
居
ら
れ
る
。
こ
の
評
価
に
つ
い
て
は
後
に
書
く
こ
と
に
し
ま
す
が
、
『
上
野

東
叡
山
燈
篭
建
場
圖
』
で
見
る
こ
と
の
出
来
る
常
憲
院
廟
奥
院
に
は
こ
の
様
な
無
銘
の

銅
灯
籠
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
続
く
文
昭
院
廟
で
も
同
じ
で
す
。
果
た
し
て
こ
の
無
銘
の

銅
灯
籠
は
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
献
納
さ
れ
た
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。
又

厳
有
院
廟
奥
院
に
も
こ
の
様
な
無
銘
の
銅
灯
籠
は
存
在
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

多
く
の
こ
と
が
判
っ
て
い
る
わ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
ら
、
判
る
こ
と
か
ら
書
い
て
み

る
こ
と
に
し
ま
す
。

『
本
光
国
師
日
記
』
に
は
台
德
院
霊
廟
造
営
の
際
、
石
灯
籠
の
配
置
に
つ
い
て
土
井
大

炊
頭
利
勝
か
ら
お
尋
ね
が
有
り
、
直
ち
に
松
平
右
衞
門
大
夫
正
久
、
林
道
春
（
羅
山
）
、

弟
の
林
永
喜
と
同
道
し
て
お
城
へ
出
向
き
案
を
申
し
上
げ
た
と
有
り
ま
す
。

一
同
日
（
十
七
日
）
。
土
大
炊
殿
。
従

御
城
直
に
御
出
、
松
右
衛
門
殿
。
道
春
。

永
喜
同
道
也
。
増
上
寺
へ
今
度
諸
大
名
。
各
石
燈
籠
御
寄
進
立
所
何
様
に
可
然
哉
。

可
申
上
由
、
則
書
付
上
ル
。
案
在
左
。

石
燈
籠
可
被
成
御
立
所
之
覚

一
御
廟
所
之
廻
り
に
御
連
枝
衆
。
其
外
ち
か
き
御
一
門
方
并
つ
ね
〳
〵
に

御

前
ち
か
く
御
奉
公
被
致
候
衆
之
石
燈
籠
可
被
成
御
立
歟
。

一
御
佛
殿
之
御
前
に
。
官
位
高
き
大
名
衆
。
其
外
國
持
衆
。
そ
れ
よ
り
次
第
々

々
に
御
立
可
被
成
歟
。
以
上

お
尋
ね
は
石
灯
籠
の
配
置
と
し
て
い
ま
す
が
、
答
え
の
内
容
か
ら
す
る
と
銅
・
石
灯
籠

の
配
置
全
体
に
対
す
る
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
無
銘
の
灯
籠
に
関
す
る
情
報
は

有
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
の
御
連
枝
衆
は
御
三
家
や
越
前
家
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

仮
に
石
塚
氏
が
指
摘
す
る
様
に
大
猷
院
廟
の
三
対
の
銅
灯
籠
が
家
光
の
三
人
の
男
子
で

あ
る
家
綱
、
綱
重
、
綱
吉
だ
と
す
る
と
、
先
例
と
な
る
筈
の
台
徳
院
秀
忠
に
は
こ
の
時
家

光
、
忠
長
の
二
人
の
男
子
が
居
た
の
に
一
対
し
か
納
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
し
て
次
期

将
軍
が
献
納
し
て
い
る
の
で
有
れ
ば
、
灯
籠
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
次
期
将
軍
の
灯
籠
を



中
心
に
配
置
案
が
語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
考
慮
し
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。

寛
永
寺
元
執
事
長
の
浦
井
正
明
氏
は
『
上
野
寛
永
寺
将
軍
家
の
葬
儀
』
の
中
で

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
十
五
日
に
百
ヵ
日
忌
の
法
要
が
済
み
、
今
日
（
十
六
日
）
、

贈
位
・
増
官
の
勅
使
が
下
向
来
山
す
る
ま
で
の
間
、
嗣
君
の
家
宣
は
た
だ
の
一
回
も
法

要
に
姿
を
見
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く

は
綱
吉
の
死
を
穢
れ
と
考
え
、
そ
れ
が
家
宣
に
移
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
見
解
が
全

て
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
継
将
軍
に
死

の
穢
れ
が
及
ば
な
い
た
め
に
百
ヵ
日
忌
の
法
要

が
済
む
ま
で
は
、
法
要
の
場
か
ら
遠
ざ
け
、
名

を
刻
む
こ
と
も
忌
み
嫌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。厳

有
院
廟
造
営
時
に
は
養
子
と
な
っ
た
綱
吉

に
は
徳
松
と
い
う
実
子
が
居
ま
し
た
の
で
、
こ

の
時
点
で
は
兄
の
子
で
在
る
甲
府
宰
相
徳
川
綱

豊
は
単
に
最
も
血
の
近
い
親
族
と
い
う
立
場
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
従
っ
て
石
塚
氏
の
説
に
従
え
ば
、

実
子
で
あ
る
綱
吉
だ
け
が
奥
院
に
灯
籠
を
献
納

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

常
憲
院
霊
廟
造
営
時
に
は
事
情
は
複
雑
で
し

た
。
将
軍
綱
吉
の
子
徳
松
は
早
逝
し
、
綱
豊
を
養
子
と
し
た
の
で
、
徳
川
宗
家
を
継
ぐ
者

は
こ
の
家
宣
以
外
に
は
居
な
く
な
り
ま
す
。
家
宣
に
に
は
清
武
と
い
う
弟
が
居
る
の
で
す

が
、
越
智
家
に
入
っ
て
松
平
姓
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
将
軍
の
御
舎
弟
と
し
て
奥

院
に
灯
籠
を
献
納
す
る
資
格
を
持
つ
者
は
誰
も
居
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
因
み
に
清
武

は
常
憲
院
勅
額
門
内
に
銅
灯
籠
を
一
基
献
納
し
て
い
ま
す
。

常
憲
院
、
文
昭
院
の
霊
廟
奥
院
前
に
灯
籠
が
無
か
っ
た
こ
と
は
残
さ
れ
た
灯
籠
配
置
図

に
よ
っ
て
判
っ
て
い
ま
す
。
台
德
院
廟
の
場
合
に
は
先
に
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
灯
籠
の

数
が
後
継
者
の
数
と
合
い
ま
せ
ん
。
と
す
れ
ば
、
大
猷
院
霊
廟
奥
院
に
だ
け
無
銘
と
は
言

え
形
代
の
よ
う
に
灯
籠
を
築
く
と
言
う
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

石
塚
氏
が
言
う
、
輪
王
寺
の
大
久
保
忠
政
氏
の
記
述
と
は
、
私
の
知
っ
て
い
る
限
り
、

大
猷
院
燈
籠
配
置
図
へ
の
書
き
込
み
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
は
名
前
の

宝
塔

皇
嘉
門

図7日光大猷院奥院の灯籠配置

書
き
込
み
が
有
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の

記
述
は
有
り
ま
せ
ん
。
「
壱
」
の
燈
籠
に
関

し
て
は
何
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
後

継
将
軍
で
有
る
家
綱
の
灯
籠
で
あ
る
と
言

う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
寺
院
内
部
の
伝
承

と
し
て
も
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

つ
い
で
に
書
い
て
お
き
ま
す
と
、
石
塚

氏
は
大
杉
神
社
に
有
る
銅
灯
籠
を
寛
永
寺

大
猷
院
廟
に
献
納
さ
れ
た
家
綱
の
灯
籠
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
杉
神
社
の
銅
灯
籠
が
、

寛
永
寺
大
猷
院
廟
か
ら
移
さ
れ
た
物
で
有

る
の
は
間
違
い
な
い
の
で
す
が
、
寛
永
寺

大
猷
院
廟
に
は
元
々
奥
院
は
無
い
の
で
、

恐
ら
く
日
光
大
猷
院
廟
の
よ
う
に
無
銘
の

灯
籠
（
嗣
子
の
灯
籠
）
が
献
納
さ
れ
る
こ

と
は
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

７

大
名
格
式
と
灯
籠
献
納
数

最
後
に
前
回
紹
介
し
た
現
存
す
る
厳
有
院
石
灯
籠
の
デ
ー
タ
を
追
補
し
た
表
を
掲
げ
て

み
ま
す
。
更
に
こ
の
デ
ー
タ
を
大
名
の
領
地
高
に
よ
っ
て
造
り
直
し
て
み
た
物
が
表
２
で

す
。
基
数
の
項
で
「
未
詳
」
と
あ
る
の
は
、
未
調
査
の
為
献
納
大
名
銘
は
判
明
し
て
い
て

も
基
数
の
確
認
が
出
来
な
い
物
で
す
。
ま
た
木
子
文
庫
の
『
嚴
有
院
殿
奉
獻
燈
籠
』
の
記

述
か
ら
三
基
分
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
表
に
見
る
限
り
、
石
灯
籠
を
献
納
し
た
大
名
の
中
に
十

万
石
以
上
の
大
名
は
一
例
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
五
万
石
を

境
に
献
納
数
が
一
基
か
ら
二
基
に
増
え
て
い
る
こ
と
も
確
認
で

き
ま
す
。

灯
籠
の
確
認
数
か
ら
考
え
れ
ば
、
日
光
大
猷
院
廟
に
お
い
て

石
灯
籠
を
献
納
し
て
い
た
十
万
石
以
上
の
大
名
が
、
表
の
中
に

現
れ
て
こ
な
い
の
は
こ
れ
ら
の
大
名
が
石
灯
籠
以
外
の
献
納
物

つ
ま
り
銅
灯
籠
を
献
納
し
た
と
考
え
た
方
が
良
い
と
言
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
先
に
紹
介
し
た
従
四
位
下
侍
従
の
家
格
を
持
つ
大
名

に
加
え
て
、
十
万
石
以
上
の
大
名
が
銅
灯
籠
を
献
納
す
る
資
格

銘文記載 大名数 合計基数
両基 21 29
一基 46 46
無記載 24 24
剥落 3 3
未詳 3 3

97 105
表１ 厳有院石燈籠現存基数

御
唐
門

井 伊 掃 部 頭

松 平 讃 岐 守

松 平 肥 後 守

土
屋
相
模
守

小
笠
原
佐
渡
守

秋
元
但
馬
守

本
多
伯
耆
守

大
久
保
加
賀
守

井
上
河
内
守

間
部
越
前
守

土
岐
伊
豫
守

松
平
美
濃
守

松
平
紀
伊
守

牧
野
大
夢

大
久
保
杢
入

御
廟

紀
伊
中
納
言

水
戸
中
納
言

尾
張
中
納
言

紀
伊
中
納
言

水
戸
中
納
言

尾
張
中
納
言

御
拝
殿

図6 常憲院霊廟燈籠配置

御
拝
殿

御
佛
殿



を
持
っ
た
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

従
来
『
上
野
東
叡
山
燈
籠
建
塲
図
』
に
よ
っ
て
、
常
憲
院
廟
以
降
大
名
の
格
式
に
よ
る

献
納
灯
籠
の
差
別
化
が
行
わ
れ
た
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
差
別
化
は
既
に
厳

有
院
廟
の
灯
籠
配
置
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
厳
有
院
廟
と
常
憲
院
廟
の
配
置
で
す
。
御
廟
の
配
置
が
何

れ
も
御
佛
殿
の
右
奥
に
在
る
の
を
除
け
ば
大
ま
か
な
配
置
は
ほ
と
ん
ど
左
右
対
称
で
す
。

姓名 藩名 領知高 基数 内田正衆 下野鹿沼藩 15,000 壹基 永井直種 摂津高槻藩 36,000 一基
小笠原真方 小倉新田藩 10,000 無 阿部正春 上総大多喜藩 16,000 一基 金森頼時 飛騨高山藩 39,000 無
織田長明 大和芝村藩 10,000 無 大久保教寬 駿河松長藩 16,000 剥落 小笠原長祐 三河吉田藩 40,000 無
加藤直泰 伊豫新谷藩 10,000 無 市橋政信 近江仁正寺藩 17,000 一基 本多重益 越前丸岡藩 43,300 無
加藤明友 石見吉永藩 10,000 無 大關増栄 下野黒羽藩 18,000 一基 土屋政直 常陸土浦藩 45,000 一基
西郷延員 安房東条藩 10,000 一基 丹羽氏明 美濃岩村藩 19,000 無 毛利元賢 周防徳山藩 45,000 一基
佐久間勝豊 信濃長沼藩 10,000 一基 九鬼隆常 丹波綾部藩 19,500 無 青山幸利 摂津尼崎藩 48,000 一基
新庄直詮 常陸麻生藩 10,000 無 稲垣重昭 三河刈谷藩 20,000 一基 青山忠雄 遠江浜松藩 50,000 両基
高木正豊 河内丹南藩 10,000 一基 酒井忠寛 上野伊勢崎藩 20,000 無 淺野長矩 播磨赤穂藩 50,000 両基
立花種長 筑後三池藩 10,000 一基 内藤政親 陸奥泉藩 20,000 一基 淺野長照 備後三次藩 50,000 両基
谷衛広 丹波山家藩 10,000 一基 那須資弥 下野烏山藩 20,000 無 有馬永純（清純) 日向延岡藩 50,000 二基
一柳直治 伊豫小松藩 10,000 無 南部直政 陸奥八戸藩 20,000 一基 板倉重常 伊勢亀山藩 50,000 両基
一柳末禮 播磨小野藩 10,000 一基 堀親貞 信濃飯田藩 20,000 一基 井上正任 常陸笠間藩 50,000 両基
本多忠晴 三河伊保藩 10,000 一基 松平正信【大河内】相模玉縄藩 20,000 壹基 久世重之 下総関宿藩 50,000 両基
本多忠利 三河挙母藩 10,000 一基 毛利高重 豊後佐伯藩 20,000 一基 水谷勝宗 備中松山藩 50,000 両基
前田利意 上野七日市藩 10,000 一基 六郷政信 出羽本荘藩 20,000 無 溝口重雄 越後新発田藩 50,000 両基
牧野康道 越後与板藩 10,000 一基 分部信政 近江大溝藩 21,000 一基 本多利長 遠江横須賀藩 50,000 両基
松平直堅【越前】 越前糸魚川藩 10,000 一基 松平近陣【大給】 豊後府内藩 21,200 無 松平康官【松井】 石見濱田藩 51,000 両基
森川重信 下総生実藩 10,000 一基 松平信興【大河内】常陸土浦藩 22,000 一基 太田資次 大坂城代 52,000 両基
柳生宗在 大和柳生藩 10,000 一基 植村家貞 大和高取藩 22,000 一基 脇坂安政 播磨竜野藩 53,000 剥落
屋代忠位 安房北条藩 10,000 剥落 相良頼喬 肥後人吉藩 22,100 一基 安藤重博 上野高崎藩 60,000 両基
山口重定 常陸牛久藩 10,000 壹基 小笠原貞信 越前勝山藩 22,700 一基 加藤泰恒 伊豫大洲藩 60,000 両基
酒井忠國 安房勝山藩 10,000 無 遠藤常春 美濃郡上藩 24,000 一基 松平光永 美濃加納藩 60,000 未詳
伊東長貞 備中岡田藩 10,343 一基 木下公定 備中足守藩 25,000 一基 京極高豊 讃岐丸亀藩 61,500 未詳
桒山一伊 大和新庄藩 11,000 一基 木下俊長 豊後日出藩 25,000 一基 松浦鎮信 肥前平戸藩 61,700 未詳
大田原典清 下野大田原藩 11,400 無 土岐頼殷 出羽上山藩 25,000 一基 松平忠房 肥前嶋原藩 65,900 両基
小堀政恒 近江小室藩 11,460 壹基 大村純長 肥前大村藩 27,900 無 内藤義概(頼長） 陸奥磐城平 70,000 両基
京極高明 丹後峰山藩 11,600 無 真田信利 上野沼田藩 30,000 一基 水野忠直 信濃松本藩 70,000 両基
土方雄豊 伊勢菰野藩 12,000 一基 堀直利 越後村松藩 30,000 無 中川久恒 豊後岡藩 70,000 両基
片桐貞房 大和小泉藩 12,400 一基 牧野成貞 常陸・下総・下野のうち33,000 一基 阿部正邦 丹後宮津藩 73,600 両基
久留嶋通清 豊後森藩 12,500 一基 松平定陳【久松】 伊豫今治藩 35,000 無 牧野忠辰 越後長岡藩 74,000 両基
松平重治【能見】 上総佐貫藩 14,500 無 井伊直武 遠江掛川藩 35,000 無 小笠原長勝 豊前中津藩 80,000 両基
板倉重形 上野安中藩 15,000 無 九鬼隆律 摂津三田藩 36,000 一基

表2 銘の判明している厳有院灯籠一覧（基数欄は銘文記載の基数）
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ま
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と
し
な
か
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。

で
は
何
が
大
猷
院
廟
と
違
っ
て
居
た
の
で
し
ょ
う
か
？
私
は
寛
文
印
知
に
よ
り
大
名
の

領
地
高
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
居
る
と
思
い
ま
す
。
寛
文
印
知
に

よ
り
領
地
高
を
元
に
大
名
の
格
式
が
確
定
し
て
い
く
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
名

格
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、
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川
家
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